
内容
税金の申告はお早めに／成人式

今月の表紙
新成人膨らむ夢と希望
　大人への門出を祝う成人式が1月11
日、文化会館大ホールで行われました。
出席した新成人に町特産のお茶と急須
などが贈られました。
（関連記事…8頁）

No.698
広報

2平成27年
2015
月号



税金の申告はお早めに！

　

平
成
26
年
分
の
所
得
に
か
か
る
所
得
税

の
確
定
申
告
と
町
県
民
税
の
申
告
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。
役
場
税
務
課
で
は
、
申
告

納
税
相
談
と
申
告
書
の
受
付
の
便
宜
を
図

る
た
め
、
町
民
生
活
セ
ン
タ
ー
と
町
内
5

地
区
で
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

税
金
の
申
告
は
お
早
め
に
！

月　
　

日
月
〜　
　

月　
　

日
月

2
16

3
16

申
告
期
間

作
成
・
計
算
さ
れ
て
い
な
い
と
受
付

が
で
き
ま
せ
ん

●
公
共
事
業
以
外
の
土
地
・
建
物
の
譲
渡

●
株
式
な
ど
の
譲
渡
・
分
離
課
税
を
選

択
し
た
上
場
株
式
等
の
配
当

●
山
林
所
得

●
は
じ
め
て
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

●
青
色
申
告
・
消
費
税
の
申
告
・
肉
用

牛
（
免
税
牛
）
の
申
告

●
贈
与
税
・
相
続
税
の
申
告

●
仕
送
り
証
明
が
必
要
な
人
（
外
国
人
）

●
過
年
度
の
申
告

●
準
確
定
申
告
（
亡
く
な
ら
れ
た
人
の

確
定
申
告
）

※
税
務
署
の
申
告
会
場
（
磐
田
市
文
化

振
興
セ
ン
タ
ー
）
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
作
成
の
終
わ
っ
た

申
告
書
で
あ
れ
ば
町
に
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

●
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
不
動
産
収

入
の
あ
る
人
で
、
平
成
26
年
中
の
所

得
額
（
す
べ
て
の
収
入
か
ら
必
要
経

費
を
差
し
引
い
た
金
額
）
が
、
所
得

控
除
額
（
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
の
合
計
金
額
）
を
上

回
る
人

●
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人
（
譲
渡
所

得
に
該
当
す
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
）

◆
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

●
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
通
常
の

場
合
、
勤
務
先
の
年
末
調
整
に
よ
り

精
算
さ
れ
る
た
め
、
確
定
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
次
の

よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
平
成
26
年
中
の
収
入
が
2
千
万
円
を

超
え
る
人

●
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
人

●
給
与
収
入
が
あ
り
年
末
調
整
を
受
け

て
い
な
い
人

●
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
、
年

末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
給
与
収
入

が
20
万
円
を
超
え
る
人

◆
平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
、
森
町
に
住

所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

●
事
業
収
入
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産

な
ど
）
が
あ
る
人

●
利
子
・
配
当
・
給
与
・
譲
渡
・
山
林
・

一
時
所
得
・
雑
所
得
が
あ
る
人

●
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得

が
あ
る
人
（
給
与
以
外
の
所
得
が

20
万
円
を
超
え
る
と
、
確
定
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
）

●
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医
療

費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

●
公
的
年
金
受
給
者
で
、
扶
養
控
除
な
ど

の
各
種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

●
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
4
0
0
万

円
以
下
の
人
で
、
年
金
以
外
の
所
得
が

あ
り
、
そ
の
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人

●
平
成
26
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
、
所

得
証
明
・
課
税
証
明
な
ど
が
必
要
に

な
る
人
（
収
入
が
な
い
人
で
も
申
告

を
し
て
い
な
い
と
証
明
書
が
発
行
で

き
ま
せ
ん
）

◆
復
興
特
別
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

●
平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
ま
で
復
興

特
別
所
得
税
を
所
得
税
と
併
せ
て
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
復
興
特
別
所
得
税
額
は
、
所
得
税
額

の
2
・
1
％
で
す
。

◆
申
告
の
際
に
事
前
に
作
成
・
計
算
を

し
て
い
た
だ
く
も
の

●
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動

産
の
所
得
が
あ
る
人
）

●
医
療
費
明
細
書
（
医
療
費
控
除
を
受

け
る
人
場
合
）

●
株
式
配
当
が
2
つ
以
上
あ
る
場
合
は

事
前
に
集
計
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
で
受
付
で
き
な
い
申
告
内
容

所
得
税
（
申
告
が
必
要
な
人
）

町
県
民
税
（
申
告
が
必
要
な
人
）
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税金の申告はお早めに！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　
　
　

1
8
5
ー
6
3
0
8

　

磐
田
税
務
署

　
　
　
　
　
　

1
3
2
ー
6
1
1
1
※

◆
会
場

　

町
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
１
階 

第
１
会
議
室
）       

◆
日
時

　

2
月
16
日（
月
）〜
20
日（
金
）

　

2
月
23
日（
月
）〜
25
日（
水
）               

　
　
　

（
午
前
の
部
）
9
時
30
分
〜
12
時
00
分

　
　
　

（
午
後
の
部
）
13
時
00
分
〜
16
時
00
分

※

次
の
①
〜
⑤
ま
で
の

相
談
に
つ
い
て
は
税

理
士
に
よ
る
相
談
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
税
務
署
の
相

談
会
場
（
磐
田
市
文

化
振
興
セ
ン
タ
ー
）

で
申
告
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
譲
渡
・
山
林
所
得
の
あ
る
納
税
者

②
贈
与
税
の
申
告
を
す
る
納
税
者

③
貸
借
対
照
表
が
未
作
成
の
青
色
申
告

④
税
務
署
へ
の
来
署
案
内
が
あ
っ
た
納
税
者

⑤
長
時
間
を
要
す
る
よ
う
な
相
談

２月19日（木）

２月20日（金）
２月23日（月）
２月24日（火）

２月25日（水）

※割り振られた日にご都合が悪い場合は、別の都合の良い日に町民生活センターまでお出掛けください。

町民生活センターでの受付

※
電
話
は
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま

す
。一
般
的
な
ご
相
談
は「
0
」を
、説
明
会

に
関
す
る
質
問
な
ど
は「
2
」を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

申告受付巡回日程表

※町民生活センター内に、ｅ-Taxと確定申告書作成コーナーが利用できるパソコン
　を設置してありますのでご利用ください。また、ｅ-Taxでの申告には住基カード
　が必要です。

13:30～16:00

期　間　平成27年２月16日（月）～平成27年3月16日（月）（土・日曜日は除く）

時　間　（午前の部）９：００～１２：００　（午後の部）１３：００～１６：００

会　場　町民生活センター １階 第１会議室

 月日 対象地区 場所 受付時間

三倉地区

天方地区
一宮地区

谷中、中川上、中川下、牛飼
市場、下飯田、中飯田、上飯田
西組、東組、城北、若宮、梶ヶ谷

三倉総合センター
（旧三倉農協事務所）

天方生活改善センター
一宮総合センター
園田総合センター

飯田総合センター

●
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不
可
）

●
事
前
に
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
る

人
は
、
そ
の
申
告
書
と
納
付
書

●
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動

産
の
所
得
が
あ
る
人
）

●
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
）

が
あ
る
人
は
、
固
定
資
産
税
の

　

納
税
通
知
書
（
課
税
証
明
書
）

●
給
与
所
得
者
と
年
金
所
得
者
は
「
源

泉
徴
収
票
」。
年
末
調
整
を
し
て
い

な
い
賃
金
が
あ
る
人
は
、
支
払
先
か

ら
支
払
額
を
証
明
す
る
も
の

●
国
民
年
金
控
除
証
明
書
（
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
）

●
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
任
意
継

続
掛
金
な
ど
の
納
付
額
（
平
成
26
年

1
月
〜
12
月
）
が
わ
か
る
も
の

●
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
（
ま
た
は

旧
長
期
損
害
保
険
料
）
の
控
除
証
明
書

●
配
当
所
得
の
申
告
を
す
る
人
は
上
場

株
式
に
限
り
、
配
当
計
算
書
（
支
払

通
知
書
）
の
原
本

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費

明
細
書（
医
療
費
の
領
収
書
・
証
明
書
）、

医
療
費
に
対
し
て
補
て
ん
さ
れ
た
場
合

は
そ
の
金
額
が
わ
か
る
も
の

●
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、
還

付
金
の
振
込
先
・
口
座
番
号
（
申
告

者
の
）
が
わ
か
る
も
の

申
告
に
必
要
な
も
の

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
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町
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に

平
成
27
年
森
町
消
防
出
初
式

　

新
年
を
迎
え
、
正
月
恒
例
の
森
町
消

防
出
初
式
が
１
月
４
日
、
文
化
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
式
典
は
、
各
分
団
か

ら
２
４
２
人
が
参
加
し
、
消
防
署
員
、

来
賓
、
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
参
列
す
る
中
行
わ

れ
ま
し
た
。
団
員
や
そ
の
家
族
の
功
績

を
た
た
え
る
表
彰
で
は
県
消
防
協
会
長
、

磐
周
支
部
長
、
町
長
、
団
長
の
各
表
彰

の
該
当
者
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
壇
上
で

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
に
は
、
文
化
会
館

　

周
智
郡
教
育
会
は
、大
正
12
年
７

月
３
日
、中
東
・
東
欧
視
察
を
終
え
た

志
賀
重
昴（
早
稲
田
大
学
教
授
）を
招

き
、世
界
情
勢
を
報
告
す
る
大
講
演

会
を
催
し
ま
し
た
。志
賀
は
森
町
の

老
舗
旅
館
大
黒
屋
に
宿
し
、森
川
橋

で
夕
涼
み
を
し
た
折
、「
森
町
の
賦
」

を
詠
じ
、森
町
が
遠
州
の
小
京
都
だ

と
称
え
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
の
森
町
に
は
、大
繁
盛
し

た
江
戸
時
代
の
姿
が
残
さ
れ
て
お
り
、

清
き
流
れ
の
太
田
川
や
赤
松
林
の
小

高
い
山
々
が
町
を
囲
み
込
み
、遠
州

瓦
の
家
並
は
ま
さ
に
京
都
の
町
家
の

よ
う
で
し
た
。ま
た
、川
向
こ
う
か
ら

美
し
い
笛
や
太
鼓
の
音
も
聞
こ
え
て

き
て
、京
都
の
鴨
川
沿
い
や
嵐
山
の

風
情
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

志
賀
は
、森
小
学
校
に
お
け
る
講

演
会
を
終
え
、森
川
橋
で
夕
涼
み
を

し
、森
町
の
人
た
ち
と
饗
宴
を
し
て

楽
し
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。「
森
町
の

賦
」を
扇
面
に
記
す
に
あ
た
り
、周
智

郡
教
育
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
藤
田
徳

太
郎（
森
町
谷
中
）に
も
一
筆
を
し
た

た
め
て
い
た
こ
と
が
こ
の
ほ
ど
発
見

さ
れ
た
一
軸
か
ら
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
全
文
は
、「
人
を
動
か
す
に
は
一

に
誠
あ
る
の
み 

藤
田
君
大
政 

重
昂
」

で
、本
講
演
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、

教
育
の
重
要
性
を
説
き
、地
域
づ
く

り
、人
づ
く
り
の
根
源
は
、誠
意
第
一

を
も
っ
て
あ
た
る
の
み
で
あ
り
、そ

れ
が
人
の
心
を
動
か
し
協
力
が
得
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
の
で
し
た
。

駐
車
場
で
消
防
車
両
を
先
頭
に
消
防
署

員
、
各
分
団
員
に
よ
る
分
列
行
進
が
力

強
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
太
田
川
親
水
公

園
で
は
ポ
ン
プ
車
、
積
載
車
５
台
ず
つ

を
使
い
10
本
の

ホ
ー
ス
か
ら
勢
い

良
く
一
斉
放
水
を

行
い
ま
し
た
。

遠
州
の
小
京
都
を
謳
う

志
賀
重
昴
来
訪
の
書
発
見

う
た

し

が

し
げ

た
か

森
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
８
５

１
１
１
２

問
い
合
わ
せ
先

ふ

き
ょ
う
え
ん

た
た

藤田政男氏寄贈

式典の様子

分列行進する団員たち

表彰を受ける団員たち

一斉放水の様子

　

宮
園
小
学
校
は
１
月
14
日
、
６
年
生

45
人
を
対
象
に
租
税
教
室
を
行
い
、
役

場
税
務
課
職
員
２
人
が
講
師
を
務
め
ま

し
た
。
最
初
に
日
常
生
活
の
中
で
良
く

目
に
す
る
施
設
や
設
備
、
物
な
ど
に
つ

い
て
、
「
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
」
の
質
問
に
、
児
童
が
挙
手
で
答

え
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
上
で
仕
分
け
る

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
答
え

合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
ど
う
い
う
と
こ

ろ
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
か
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
小
学
生

１
人
あ
た
り
の
教
育
費
と
し
て
使
わ
れ

る
税
金
の
額
を
当
て
る
問
題
に
挑
戦
し

た
り
、
税
金
の
種
類
や
使
い
方
、
町
の

税
金
の
内
訳
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
税
金
の
必
要
性
や
重
要
性
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

森
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
（
太
田

康
雄
会
長
）
は
１
月
21
日
、
昨
年
12
月

に
「
１
円
玉
を
役
立
て
よ
う
運
動
」
で

各
地
区
か
ら
集
ま
っ
た
１
円
玉
１
５
４
，

６
８
９
円
分
の
募
金
の
一
部
を
社
会
福

祉
協
議
会
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
町
子
連
を
代
表
し
内
藤
翔
雅
さ
ん

（
宮
園
小
５
年
）
が
同
協
議
会
を
訪
れ
、

「
た
く
さ
ん
の
人
に
協
力
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
有
効
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
瀧
下
和
俊
事
務
局
長
に
募
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
町
内
の
各
小

学
校
や
児
童
館
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
ワ
ー
ク
ス
つ
ば
さ
「
も
み
の
木

分
場
」
に
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
町
有

害
鳥
獣
対

策
協
議
会

（
鈴
木
奉

久
会
長
）

は
１
月
23

日
、
文
化

会
館
小

ホ
ー
ル
で

「
イ
ノ
シ

シ
か
ら
田

畑
を
守
る
〜
お
も
し
ろ
生
態
と
か
し
こ

い
防
ぎ
方
〜
」
の
著
者
と
し
て
も
有
名

な
江
口
祐
輔
氏
を
講
師
に
招
き
研
修
会

を
開
催
し
、
県
中
遠
農
林
事
務
所
職
員

や
猟
友
会
員
、
農
業
委
員
、
町
内
会
長
、

農
家
の
人
た
ち
な
ど
約
50
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
演
で
は
「
山
に
居
た
イ
ノ

シ
シ
が
里
へ
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、

農
作
物
の
被
害
や
頭
数
が
増
え
出
し
た

の
は
、
田
畑
の
耕
作
放
棄
や
里
山
の
荒

廃
が
進
ん
だ
時
期
と
重
な
る
。
生
態
を

し
っ
か
り
学
び
、
わ
ざ
わ
ざ
イ
ノ
シ
シ

を
呼
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
正
し
く
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
で
は
、「
電
気
柵
は
、
イ
ノ

シ
シ
の
気
持
ち
に
な
り
、
大
き
な
隙
間

を
作
ら
な
い
設
置
が
大
切
」
と
助
言
し

ま
し
た
。

　

１
月
25
日
、
山
名
神
社
で
文
化
財
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
、
災
害
時
の
対
応
と

連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の

は
、
比
奈
地
敏
彦
教
育
長
や
下
飯
田
町

内
会
、
袋
井
消
防
本
部
、
袋
井
消
防
署

森
分
署
、
消
防
団
、
文
化
財
保
護
審
議

会
、
教
育
委
員
会
の
約
70
人
で
、
消
防

ポ
ン
プ
車
な
ど
６
台
の
車
両
が
出
動
し

ま
し
た
。
訓
練
は
、
神
社
西
側
の
畑
か

ら
出
火
し
た
火
が
神
社
本
殿
へ
延
焼
し

そ
う
に
な
っ
た
事
を
想
定
し
て
行
い
、

発
見
者
が
１
１
９
番
通
報
を
す
る
と
と

も
に
周
辺
住
民
へ
火
災
を
伝
え
、
町
内

会
の
５
人
が
神
社
に
備
え
付
け
の
消
火

器
で
初
期
消
火
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

到
着
し
た
消
防
署
や
消
防
団
が
拝
殿
前

に
水
幕
ホ
ー
ス
を
設
置
し
た
り
、
御
舞

屋
北
西
の
火
点
に
向
け
て
放
水
を
し
ま

し
た
。

租税教室の様子

消火訓練の様子

既設電気柵の診断をする様子

瀧下事務局長（左）に募金を手渡す内藤さんたち

宮
園
小
で
租
税
教
室

文
化
財
防
災
訓
練

鳥
獣
被
害
対
策
研
修
会
を

開
催

子
ど
も
会
が

１
円
玉
募
金
を
贈
呈
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町
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に

平
成
27
年
森
町
消
防
出
初
式

　

新
年
を
迎
え
、
正
月
恒
例
の
森
町
消

防
出
初
式
が
１
月
４
日
、
文
化
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
式
典
は
、
各
分
団
か

ら
２
４
２
人
が
参
加
し
、
消
防
署
員
、

来
賓
、
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
参
列
す
る
中
行
わ

れ
ま
し
た
。
団
員
や
そ
の
家
族
の
功
績

を
た
た
え
る
表
彰
で
は
県
消
防
協
会
長
、

磐
周
支
部
長
、
町
長
、
団
長
の
各
表
彰

の
該
当
者
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
壇
上
で

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
に
は
、
文
化
会
館

　

周
智
郡
教
育
会
は
、大
正
12
年
７

月
３
日
、中
東
・
東
欧
視
察
を
終
え
た

志
賀
重
昴（
早
稲
田
大
学
教
授
）を
招

き
、世
界
情
勢
を
報
告
す
る
大
講
演

会
を
催
し
ま
し
た
。志
賀
は
森
町
の

老
舗
旅
館
大
黒
屋
に
宿
し
、森
川
橋

で
夕
涼
み
を
し
た
折
、「
森
町
の
賦
」

を
詠
じ
、森
町
が
遠
州
の
小
京
都
だ

と
称
え
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
の
森
町
に
は
、大
繁
盛
し

た
江
戸
時
代
の
姿
が
残
さ
れ
て
お
り
、

清
き
流
れ
の
太
田
川
や
赤
松
林
の
小

高
い
山
々
が
町
を
囲
み
込
み
、遠
州

瓦
の
家
並
は
ま
さ
に
京
都
の
町
家
の

よ
う
で
し
た
。ま
た
、川
向
こ
う
か
ら

美
し
い
笛
や
太
鼓
の
音
も
聞
こ
え
て

き
て
、京
都
の
鴨
川
沿
い
や
嵐
山
の

風
情
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

志
賀
は
、森
小
学
校
に
お
け
る
講

演
会
を
終
え
、森
川
橋
で
夕
涼
み
を

し
、森
町
の
人
た
ち
と
饗
宴
を
し
て

楽
し
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。「
森
町
の

賦
」を
扇
面
に
記
す
に
あ
た
り
、周
智

郡
教
育
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
藤
田
徳

太
郎（
森
町
谷
中
）に
も
一
筆
を
し
た

た
め
て
い
た
こ
と
が
こ
の
ほ
ど
発
見

さ
れ
た
一
軸
か
ら
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
全
文
は
、「
人
を
動
か
す
に
は
一

に
誠
あ
る
の
み 

藤
田
君
大
政 

重
昂
」

で
、本
講
演
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、

教
育
の
重
要
性
を
説
き
、地
域
づ
く

り
、人
づ
く
り
の
根
源
は
、誠
意
第
一

を
も
っ
て
あ
た
る
の
み
で
あ
り
、そ

れ
が
人
の
心
を
動
か
し
協
力
が
得
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
の
で
し
た
。

駐
車
場
で
消
防
車
両
を
先
頭
に
消
防
署

員
、
各
分
団
員
に
よ
る
分
列
行
進
が
力

強
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
太
田
川
親
水
公

園
で
は
ポ
ン
プ
車
、
積
載
車
５
台
ず
つ

を
使
い
10
本
の

ホ
ー
ス
か
ら
勢
い

良
く
一
斉
放
水
を

行
い
ま
し
た
。

遠
州
の
小
京
都
を
謳
う

志
賀
重
昴
来
訪
の
書
発
見

う
た

し

が

し
げ

た
か

森
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
８
５

１
１
１
２

問
い
合
わ
せ
先

ふ

き
ょ
う
え
ん

た
た

藤田政男氏寄贈

式典の様子

分列行進する団員たち

表彰を受ける団員たち

一斉放水の様子
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

遠江一宮駅を大掃除
遠江一宮駅夢づくりの会（久保下和義会長）は
12月28日、天浜線遠江一宮駅の大掃除を行いま
した。大掃除には、同会員と天浜線サポーターズク
ラブの10人のほか旭が丘中学校の生徒11人が
ボランティアで参加。国登録有形文化財である駅
舎のすす払いやふき掃除を行いました。久保下会
長は「地元にある文化財の駅を掃除することで、
地元への誇りや愛する心が育ってくれればうれし
い」と話しました。

天方小でもちつき
天方小学校で1月９日、全校児童47人や保護
者、民生委員、地域ボランティア、職員により、もちつ
きを行いました。もち米は、５年生が中心となり育苗
や代かき、田植え、稲刈り、はぜ干し、脱穀まで行っ
た物です。もちつきでは、保護者や先生の力を借り
たり、高学年の児童が低学年の児童を助けたりし
ながら協力し合い杵と石臼でつきあげました。つけ
たもちはさっそく児童と保護者が一緒に丸め、きな
粉やあんこをつけてみんなで味わいました。

急須で入れるお茶は格別！
森町茶商組合の茶業青年団（石田宏之団長）は

１月13日、森小学校で５年生61人を対象に地元特
産のお茶を知ってもらおうと「お茶の入れ方教室」を
開きました。これは、毎年町内全ての小学校を訪れ
行っているものです。お茶の歴史や機能などをまとめ
たビデオを見た後、松浦団員が急須を使ったおいし
いお茶の入れ方を説明しました。その後、10グループ
に分かれた児童たちは、団員らの指導で上手にお茶
を入れて飲みました。また、団で用意した玉露やほう
じ茶など６種類のお茶も飲み比べました。

▲天井のすすを払う参加者ら

▲もちつきをする児童たち

▲急須でお茶を入れる児童
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

健康講座を開催
公立森町病院は1月21日、家庭医療クリニックの

２階会議室で、「おいでなさいませ健康講座」を開催
し、参加した約25人の町民らが講師の話に聞き入り
ました。今回のテーマは「終末期医療～人生の最後
にどんな医療を望むか～」で、家庭医療クリニックの
津田修治医師が講師を務めました。講座ではビデオ
を使い、実際にあった患者と家族の二つの例を見て、
参加者がどう感じたかを発表してもらう場面もありまし
た。参加者の一人は、「延命治療に対する本人の希
望と家族の気持ちは同じとは限らない」と話しました。

五穀豊穣願い矢を放つ
小國神社で1月17日、新春に矢を射り1年の五
穀豊穣を祈る「御弓始式」が営まれました。射手
を務めたのは体育協会弓道部所属の氏子4人。
烏
え ぼ し

帽と直
ひたた れ

垂の出で立ちで「日
へ き り ゅ う お お ま と し き

置流大的式」の作
法にのっとり、約28メートル先の的めがけて2本ず
つ矢を放ちました。矢が的に突き刺さると参拝客
から大きな歓声があがり、武芸上達や魔除けの御
利益があるとされている矢を手に入れようと愛好
家らが的に駆け寄りました。

蓮華寺の豆まき大にぎわい
蓮華寺で1月18日、新春恒例の星まつりが開
かれ、境内で豆まきなどが盛大に行われました。1
年の無事を祈願した年男・年女らが、かみしも姿
で本堂に立ち並び、一斉に福豆やもちをまくと、
待ち構えていた大勢の参拝客は競うように拾い
集めました。また、名物のけんちん汁や温かいおし
るこが無料で振る舞われ、境内はたいへんにぎ
わいました。

▲健康講座の様子

▲的めがけて矢を放つ射手

▲もちや豆をまく年男・年女たち
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中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
祝
福
！

平
成
27
年
森
町
成
人
式

平
成
27
年
森
町
成
人
式

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

新
成
人
を
代
表
し

飛
躍
を
誓
う

新
成
人
を
代
表
し

飛
躍
を
誓
う

二十歳の主張
森
町
成
人
式
が
1
月
11
日
、文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。町
外
転

出
の
参
加
希
望
者
を
含
む
今
年
の
対
象
者
は
1
7
3
人
。こ
の
日
は
1
4
2
人

の
新
成
人
た
ち
が
色
鮮
や
か
な
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿
な
ど
で
会
場
に
集
合
し
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と
の
再
会
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

う
決
意
と
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

成
人
式
の
受
付
で
は
、今
年

も
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」と
声
を
か
け
、晴
れ
や

か
な
姿
で
会
場
入
り
す
る
新
成

人
を
笑
顔
で
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
式
典
で
は
、司
会
進
行

役
の
森
中
3
年
生
の
松
浦
里

帆
さ
ん（
南
町
）と
村
松
千
冬

さ
ん（
大
門
）が
協
力
し
合
い
、

式
典
の
進
行
と
い
う
大
役
を

見
事
務
め
ま
し
た
。

▲ 司会を務めた
 村松さん（左）と松浦さん

▲栗田亜理沙さん

▲太田貴之さん
▲謝辞を述べる山本知世さん

◀式典終了後の
　アトラクション
　ゲットアヘッドの
　ダンスショー

森町茶業振興協議
会は、町特産のおいし
いお茶をリーフティーで
新成人に味わってもら
おうと、出席者全員に
森の茶仕上品評会受
賞茶と急須、オリジナ
ルハンカチをセットで贈
り祝いました。▶

式
典
で
は
、村
松
町
長
ら

の
式
辞
に
続
き
、新
成
人
を

代
表
し
て
山
本
知
世
さ
ん

（
一
宮
・
大
久
保
）が「
私
た

ち
を
支
え
励
ま
し
て
く
れ
た

家
族
や
恩
師
、仲
間
に
感
謝

し
、こ
れ
か
ら
先
の
人
生
の

困
難
や
壁
は
、森
町
で
の
経

験
を
糧
に
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。引
き
続
き
行
わ
れ
た
二

十
歳
の
主
張
で
は
、太
田
貴

之
さ
ん（
明
治
町
）が
名
古
屋

大
学
天
野
教
授
の
座
右
の
銘

を
引
用
し
、「
悩
み
や
苦
し
み

に
は
、自
分
の
最
大
限
の
力

で
真
っ
向
か
ら
ぶ
つ
か
っ
て

い
き
た
い
」。栗
田
亜
理
沙
さ

ん（
黒
石
）は「
社
会
人
と
し

て
の
責
任
と
義
務
を
自
覚

し
、仲
間
と
と
も
に
一
歩
ず

つ
歩
ん
で
い
き
た
い
」と
壇

上
に
立
ち
、力
強
く
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。
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軽
自
動
車
税
の

　
 

減
免
申
請
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
減
免
が

　
　
　
　
　適
用
さ
れ
た
人

平
成
27
年
度
か
ら

　
　減
免
を
希
望
さ
れ
る
人

　
障
害
の
あ
る
人
が
軽
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
場
合
、一
定
の
要
件
＊
を

満
た
せ
ば
軽
自
動
車
税
の
減
免
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
減
免
を
希
望
す
る
人
は
、５
月
25
日

（
月
）ま
で
に
障
害
者
手
帳
、運
転
免

許
証
、車
検
証
（
コ
ピ
ー
可
）
、印
鑑

（
認
印
可
）を
持
参
の
う
え
、役
場
税

務
課
窓
口
ま
で
お
越
し
下
さ
い（
代
理

申
請
可
）。

　
３
月
中
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
の
減
免
が
適
用
さ
れ

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、適
用
さ
れ
る

場
合
に
は
申
請
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、税
務
課
窓
口
に
て
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
一
定
の
要
件

　
障
害
区
分
や
等
級
に
よ
り
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
対
象
と
な
る
範
囲
に
つ
い
て
は
税

務
課
町
民
税
係
に
て
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
減
免
に
つ
い
て
は
、障
害
が
あ
る
人

ひ
と
り
に
つ
き
１
台（
普
通
自
動
車
・

オ
ー
ト
バ
イ
・
原
付
な
ど
）に
限
り

ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ
先

　役
場
税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　
☎
８
５
―
６
３
０
８

 

自
動
車
税（
普
通
自
動
車
）の
減
免
に
つ
い
て

は
磐
田
財
務
事
務
所

　
　
　
　
☎
３
７
―
２
２
１
１

　
国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
ま
と
め
て

前
払
い
す
る
と
割
引
に
な
る
前
納
制
度

が
あ
り
ま
す
。前
納
制
度
に
は
6
ヵ
月

前
納
、1
年
前
納
、2
年
前
納（
口
座
振
替

の
み
）な
ど
が
あ
り
、平
成
26
年
度
2
年

前
納
の
割
引
額
は
1
4,
8
0
0
円
で

し
た
。平
成
27
年
度
の
割
引
額
は
3

月
以
降
に
決
定
さ
れ
、日
本
年
金
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

 

申
込
先

　
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
、掛
川

　
年
金
事
務
所
、役
場
住
民
生
活
課
国

　
保
年
金
係

 
持
ち
物

　
年
金
手
帳
、金
融
機
関
の
届
出
印
、通
帳

 

申
込
期
限

　
平
成
27
・
28
年
度
分
の
申
込
み
は

　
平
成
27
年
2
月
末
日

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
と
き
、申
請
に
よ
っ
て
納
付
が

免
除（
所
得
に
よ
っ
て
判
定
）に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
過
去
2
年
分
ま
で
遡
っ
て
免
除
の

申
請
が
可
能
で
す
の
で
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

 

問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
年
金
機
構
掛
川
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
５
３
７
―
２
１
―
５
５
２
２

　役
場
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係

　
　
☎
８
５
―
６
３
１
３

国
民
年
金
保
険
料
に
は

　
　
　前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
が

　
　過
去
2
年
分
ま
で
遡
っ
て

　
　
　
　
　
　申
請
で
き
ま
す
。
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informed
consent

公立森町病院 285-2181

身
体
に
関
す
る

豆
知
識
や

森
町
病
院
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
�

  

1
月
15
日
、
職
員
を
対
象
に
医
療
安
全

研
修
会
を
開
催
し
、
医
師
、
看
護
師
、
事
務

職
員
な
ど
約
1
1
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
講
師
は
医
療
安
全
管
理
者
研
修
を
受

講
し
た
当
院
の
森
田
久
美
子
看
護
師
で
、

医
療
安
全
に
つ
い
て
、
法
的
責
任
と
の
関

係
や
、
人
は
エ
ラ
ー
を
起
こ
す
も
の
と
い

う
前
提
か
ら
イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
）
報
告
に
対
す
る
制
度
的
な
対
策
の

重
要
性
や
、
職
員
間
の
意
思
の
疎
通
の
大

切
さ
を
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

は
、
患
者
さ
ん
の
病
状
か
ら
予
想
さ
れ
る

事
態
へ
の
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
院
で
実
施
し
て
い
る
対
策
の
一
つ

で
あ
る
「
転
倒
転
落
ラ
ウ
ン
ド
」
（
月
2

回
、
理
学
療
法
士
・
事
務
職
員
・
看
護

師
・
看
護
補
助
者
が
一
緒
に
行
う
、
転
倒

転
落
の
危
険
性
が
あ
る
入
院
患
者
の
把
握

や
ベ
ッ
ド
周
囲
の
環
境
の
巡
回
確
認
）
を

取
り
上
げ
、
現
状
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
病
院
で
は
研
修
会
を
行
い
、

医
療
安
全
に
職
員
全
体
で
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　
病
院
友
の
会
主
催
の
「
三
倉

地
区
地
域
懇
談
会
」
が
1
月
24

日
、
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
は
地
域

の
み
な
さ
ん
へ
の
病
院
の
情
報

提
供
の
場
と
し
て
、
町
内
6
地

区
を
回
り
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
の
三
倉
地
区
で
は
約
30
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
友
の
会
の
高
野
会
長
が

配
付
し
た
「
地
域
医
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、
参
加
者
に
地

域
医
療
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
浜
松
医
科
大
学
地
域
家
庭
医
療

学
講
座
特
任
教
授
の
井
上
真
智
子
先
生
が

「
健
康
長
寿
の
た
め
の
家
庭
医
の
利
用
の

仕
方
」
と
題
し
て
、
当
町
の
健
康
長
寿
の

背
景
や
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
利
用
の

仕
方
な
ど
に
つ

い
て
講
演
を
し
、

参
加
者
か
ら
は

待
ち
時
間
や
病

気
、
投
薬
な
ど
に

つ
い
て
、
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

講演をする井上先生

医
療
安
全
研
修
会
開
催

三
倉
地
区
地
域
懇
談
会
開
催

問
い
合
わ
せ
先

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　1
8
5
ー
1
3
4
0

　
森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
公
立
森

町
病
院
の
向
か
い
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

〝
長
い
間
地
域
に
親
し
ま
れ
た
良
い
病
院
が

あ
る
の
に
、
何
で
わ
ざ
わ
ざ
新
し
く
で
き

た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る

ん
だ
ろ
う
？
〞き
っ
と
、
多
く
の
人
が
こ

の
疑
問
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
病
院

と
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
こ
の
２
つ
の
い
く
つ
か

の
違
い
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

違
い
❶
 

森
町
病
院
は
入
院
施
設
が
あ
る
 

 

が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
な
い
。

違
い
❷
 

森
町
病
院
に
は
救
急
車
が
来
る
 

 

が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
来
な
い
。

違
い
❸
 

森
町
病
院
に
は
内
科
・
外
科
な
 

 

ど
様
々
な
専
門
の
医
師
が
い
る
 

 

が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
原
則
と
 

 

し
て
家
庭
医
療
科
の
医
師
の
み
 

 

が
診
察
す
る
。

　
違
い
①
と
②
は
分
か
り
や
す
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
手
術
が
必
要
で
そ
の
後
は

入
院
と
い
っ
た
場
合
に
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
分
か
り
に
く
い
の

は
③
つ
目
で
し
ょ
う
か
。
〝
家
庭
医
療

科
〞っ
て
ど
ん
な
症
状
を
扱
う
の
？
と
い

う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

〝
取
り
あ
え
ず
行
っ
て
み
よ
う
科
〞
の
イ

メ
ー
ジ
に
近
い
で
す
。

　
患
者
さ
ん
か
ら
見
て
、
次
の
よ
う
な
時

に
受
診
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
自
分
の
症
状
が
ど
の
科
を
受
診
す
れ
ば

良
い
か
わ
か
ら
な
い

●
緊
急
で
は
な
い
が
、
相
談
し
た
い
こ
と

が
あ
る
。
（
健
診
で
異
常
を
指
摘
さ
れ

た
が
ど
う
し
よ
う
、
最
近
気
分
が
落
ち

込
ん
で
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
、
熟
睡

で
き
な
い
、
家
族
で
予
防
注
射
が
受
け

た
い
、
な
ど
な
ど
…
）

　
一
見
、
緊
急
性
が
な
く
て
も
重
大
な
疾

患
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
見
つ
け
る
の
も
家
庭
医
の
仕
事
の

１
つ
で
す
。
自
分
の
体
や
心
に
不
安
を
感

じ
た
ら
、
気
軽
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ド
ア
を

叩
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

後
期
研
修
医（
レ
ジ
デ
ン
ト
）

山
田 

智
子



１月１１日（日）／三川小学校

団体名 ： 精武館 団体名 ： 森町剣道スポーツ少年団

中野憲次さんが日本体育協会から表彰

太田旗争奪三川剣道大会第４０回

●初心者の部
　第３位　松下　涼雅
　　　　　（宮園小１年）

●初心者の部
　優　勝　岩本実日子（森小２年）
●５年生の部
　第２位　大石　亜門（森小５年）

●低学年の部
　第３位　上野 ・ 岩本 ・ 花島 ・ 鈴木正 ・ 渡邊

精武館の表彰されたメンバーたち精武館の表彰されたメンバーたち

村松町長へ報告した中野さん（右）

１月26日、中野憲次さん（南町）が役場を訪れ、平成26年度公認スポーツ指導者表
彰を受けたことを、村松町長へ報告しました。中野さんは、昭和55年から森町剣道
スポーツ少年団の代表として団の指導、育成に努めました。また、県スポーツ少年団
の本部委員や指導者協議会理事を務めるほか、平成2年4月から12年間、森町スポ
ーツ少年団本部長として町全体の青少年のスポーツの振興や健全育成に貢献した
ことが評価され、静岡県体育協会の推薦を受け、公益財団法人日本体育協会から表
彰されました。表彰式は東京都港区高輪のホテルで行われました。

個人戦
（敬称略）

個人戦
（敬称略）

団体戦
（敬称略）

　春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
お
り
、
風
の

強
い
日
が
多
く
続
く
た
め
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
で
す
。
火
の
元
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
宅
火
災
で
亡
く

な
る
方
の
多
く
は
逃
げ
遅
れ
で
す
。
逃
げ
遅

れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

袋
井
消
防
署
森
分
署

　
1
8
5
ー
0
1
1
9

３
月
１
日
〜
７
日

7つのポイント7つのポイント

❶ 

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い

❷ 

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

❸ 

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

❹ 

子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

❺ 

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

❻ 
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線
は
し
な
い

❼ 
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

暮らしの
■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■
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   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館） ※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

日
3/15
出演団体 ： 
旭が丘中学校吹奏楽部、天宮神社舞楽
こども教室、ゲットアヘッド、箏子供教室、
さざんか少年少女合唱団、遠江総合高校
郷土芸能部、中村ピアノ教室、モダンバレエ
アオバ、森中学校音楽部、山名神社天王
祭舞楽保存会、渡辺バレエ教室
開館20周年特別出演 ： 
掛川西高校応援団指導部 

吉田兄弟 15周年記念コンサート
三味線だけの世界

チケット好評発売中！！

日
3/1 開場 16:00

開演 16:30

主催 ： 森町ミキホール文化振興会　　　共催 ： オフセンター

ところ ： 森町文化会館 大ホール
入場料（税込）：友の会 4,000円
　　　　　  一　般 4,500円

※未就学児の入場不可

森町文化会館（☎85-1111）/袋井市月見の里学遊館（☎49-3400）/磐田市文化振興センター（☎35-7133） /磐田市情報館（☎38-3974）/
イケヤアピタ掛川店（☎0537-22-0666）/アクトシティ浜松チケットセンター（☎053-451-1130）/チケットぴあ（☎0570-02-9999 吉田兄弟 244-842） 
※取扱時間などは各販売所にお問合せください。

ところ ： 森町文化会館 大ホールところ ： 森町文化会館 大ホール

森町こどもの舞台フェスタ第19回

開場 12: 30
開演 1 3:00

全席
自由

全席指定

入場
無料

各公演のチケット
のお求めは…

日
5/3 開場 12:00

開演 13:00

観覧を希望する人は、往復ハガキに必要事項
を記入の上、ご応募ください。応募者多数の
場合は抽選となります。当選したハガキ1枚に
つき2名様まで入場できます。
※往復ハガキ以外でのご応募は無効となります。

所定の申込書に必要事項をご記入の上、鑑定品の写真を添付し、
下記の受付まで郵送または持参してください。申込書は1月15日
号の回覧で配布したチラシについています。また、文化会館でも
配布しています。
※お一人様何点でもご応募できます。（申込書は鑑定依頼品1点につき1枚必要です）
※収録予定の5月3日（日）に出場可能な人に限ります。
※古物売買免許のある人は、ご遠慮いただきます。
※ご応募いただいた申込書類・写真は返却いたしませんので、ご了承ください。

テレビ東京の番組担当スタッフが応募書類を詳細に検討して選考
いたします。※選考の途中経過に関しましては一切お答えできません。

採用の可能性がある人にはテレビ東京の番組スタッフから直接連
絡があります。（連絡がない場合は不採用となり鑑定いたしません）

〒４３７－０２１５　周智郡森町森１４８５　森町文化会館
「出張！なんでも鑑定団in森町」お宝係

❶全体像がわかる写真
❷主要な部分（絵柄や文字など）の
　アップ写真
❸銘や落款などの写真
上記3点以上の写真を添付してください。

（予定）

（予定）

ところ：森町文化会館大ホール（予定）

美術品から、お菓子のオマケやおもちゃまで
「なんでも」ご応募ください。

美術品から、お菓子のオマケやおもちゃまで
「なんでも」ご応募ください。

お宝鑑定・観覧者 大募集!!

あなたのお宝大募集 観覧募集！

森町合併
60周年
記念事業

出張!なんでも鑑定団 in 森町出張!なんでも鑑定団 in 森町

●応募締切日／3月20日（金）当日消印有効
●抽選結果発表／4月上旬（往復はがきにて）

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
後援 ： 森町、森町教育委員会

応募締切
2月27日（金）必着

応募
方法

添付
写真

選考
方法

発表

受付

白紙のままで周智郡森町森１４８５
森町文化会館

「出張！なんでも
　　鑑定団in森町」
　　　　 観覧係

４３７－０２１５往信

往信おもて 返信うら

「観覧希望」と明記

観覧希望者の氏名
①
②

①の人の連絡先
（住所、電話番号）

観覧希望者の
郵便番号、
住所、氏名

返信

返信おもて 往信うら

応募方法
（往復ハガキの

記入要領）

観覧無料
（全席自由）

12広報もりまち　平成27年2月号



月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所 ■問 児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所 ■問 子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

3

森のくまさん広場ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:20）
■所 役場別館前
■問 役場住民生活課

☎85-6314
すくすくクラブ

（10:00～11:00）
■所 保健福祉センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255
人権相談・行政相談

（13:00～15:00）
■所 町民生活センター
■問 役場住民生活課

☎85-6312

BCG集団接種
（13:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
移動児童館

（14:30～16:00）
■所 天方小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

2歳6か月児相談
（9:00～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
移動子育て支援
センター

（10:00～11:30）
■所 飯田総合センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255

おはなしぶらんこ
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

結婚相談
（9:00～11:30）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769
レクリエーション
研修会

（9:30～11:30）
■所 森小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

保健のしおり交付
（9:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
森のくまさん広場

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769

3歳児健診
（13:15～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330
移動児童館

（15:00～16:30）
■所 飯田小学校体育館
■問 児童館

☎85-2839

1歳児相談
（9:00～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

おはなしぶらんこ作ってみよう
（14:30～15:00）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

森のくまさん広場

森のくまさん広場
赤ちゃん健康相談

（9:30～）
■所 保健福祉センター
■問 役場保健福祉課

☎85-6330

森のくまさん広場

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所 保健福祉センター
■問 社会福祉協議会

☎85-5769

年金相談
（要予約）

（9:30～12:00）
■所 町民生活センター
■問 掛川年金事務所

☎0537-21-5521

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所 保健福祉センター
■問 子育て支援センター

☎84-4255
人形劇

（14:00～15:30）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

おはなしぶらんこ
手作りクラブ

（13:30～15:00）
■所 ■問 児童館

☎85-2839

森の夢づくり大学
大学祭

（9:00～16:00）
■所 文化会館
■問 役場社会教育課

☎85-1112

1日（日）

2日（月）

3日（火）

4日（水）

6日（金）

7日（土）
おはなしぶらんこ

8日（日）

9日（月）
㈭

21日（土・祝）春分の日

2

9

16

23

30

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

28

7

14

28

1

8

15

22

29

1

8

15

22

29

春分の日21

3月の納税など
（納期限3月31日）

■ 後期高齢者医療保険料
　 （普通徴収）…………第8期分
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情報ステーションステーションステーションステーション information

受付開始　2月19日㈭　9:00 ～
費	 用　新規入会金500円
　　　　年会費1,000円
会員期間　平成27年4月1日～
　　　　　平成28年3月31日
会員特典　イベント情報を会報でお
知らせ、チケットの先行・割引販売、
いわた文化友の会の特典
問　ミキホール友の会事務局
　（森町文化会館内）
　285-1111（月曜休館）

「統計の日」標語募集

総務省では、「統計の日（10月18
日）」の標語（スローガン）を募集して
います。どなたでも応募できます。
入選した作品は、「統計の日」ポス

ターのほか、調査環境を整備するため
の各種広報に活用します。
応募期間　2月2日㈪～ 3月31日㈫
応募方法　所定の応募用紙で、Eメー
ルまたはファックスでご応募くだ
さい。1人5作品まで応募できます。

※詳しくはお問い合わせください。
問・申　総務省政策統括官付統計企画
管理官室普及指導担当

　203-5273-1144（ダイヤルイン）
503-5273-1181
Eメール�toukeinohi@soumu.go.jp

防衛省自衛隊
一般幹部候補生募集案内
一般幹部候補生とは自衛隊組織の

骨格である幹部自衛官（パイロット要
員含む）として、必要な知識と技能を
修得するために幹部候補生学校にて
教育を受けます。卒業後は初級幹部と
して部隊を指揮しながら、さらなる知
識と技能の習得に努め、「平和を、仕
事にする」責任を担っていきます。
受付期間　3月1日㈰～ 5月1日㈮
応募資格　22歳以上26歳未満の者。た
だし、20歳以上22歳未満で大卒（見
込含）の者、27歳以上28歳未満で修
士課程修了（見込含）の者も可とする。

試験日　1次試験：
　　　　5月16日㈯、17日㈰
　　　　2次試験：
　　　　6月16日㈫～ 19日㈮
※詳しくはお問い合わせください。

問　自衛隊静岡地方協力本部
　袋井地域事務所　243-3717�

NHK学園
生涯学習通信講座受講者募集中
趣味・教養から語学・資格まで、幅

広いジャンルの講座が200コース以
上あります。通信講座で新しい趣味・
スキルを身につけてみませんか。
受講年数　3ヶ月～ 1年（講座によっ
て異なります）
申込方法　ご請求により案内書を無
料でお届けします。電話（案内書請
求フリーダイヤル20120-06-
8881）、FAX、はがき、ホームペー
ジからお申し込みいただけます。
問　NHK学園　2042-572-3151
5042-574-1006
東京都国立市富士見台2-36-2
ホームページ�http://www.n-gaku.jp/

ゲートキーパー
養成研修会

悩んでいる人に気付き、声をかけ、
話を聴き、必要な支援に繋ぐゲート
キーパーの養成研修会を開催します。
身近な人の声に耳を傾けることから
始めてみませんか?
と	 き　3月6日㈮　19:00 ～ 21:00
ところ　静岡県中遠総合庁舎西館
　204会議室（磐田市見付3599-4）
対	 象　どなたでも参加可
申込方法　電話またはEメールでお
申し込みください。
申込期限　3月4日㈬
その他　参加費無料、定員70人
問・申　静岡県西部健康福祉センター
福祉課　237-2252
Eメール�kfseibu-fukushi＠pref.
shizuoka.lg.jp

静岡理工科大学お理工塾
春休みたいけん研究室

春休みに理工科大の先生やお兄さ
ん、お姉さんと新しい学年で習う理科

の実験を体験してみよう!
と	 き　3月26日㈭　9:30 ～ 16:00
ところ　静岡理工科大学
　（袋井市豊沢2200-2）
対	 象　小学校3年生～ 5年生
※進級前の学年でお申し込みください。
参加料　無料
申込期間　3月13日㈮まで
申込方法　電話またはFAX、ホーム
ページで必要事項をお申込みくだ
さい（応募者多数の場合は抽選）

※詳しくはホームページ（http://
www.sist.ac.jp）をご覧ください。
問・申　静岡理工科大学総務課　
　245-0111　545-0110

第39回ちびっこ探険学校
ヨロン島 参加者募集

毎年春休みに鹿児島県の小さなサ
ンゴ礁の島ヨロン島で、全国の日本人
小学生と在日外国人小学生が参加す
る国際交流・野外活動体験です。参加
者を募集しています。
と	 き　3月27日㈮～ 4月2日㈭
　6泊7日
ところ　鹿児島県大島郡与論町
対象　小学校2年生～ 6年生
　（2月末日現在）
定員　日本人小学生200人、外国人
小学生100人
参加費　78,000円（別途旅費が必要）
申込み締切　3月5日㈭
申込方法　まずはお問い合わせくだ
さい。パンフレット、参加申込用紙
を無料で郵送します。
問・申　公益財団法人　国際青少年
研修協会
203-6417-9721  503-6417-9724

椿アート展

と	 き　2月26日㈭～ 3月8日㈰
9:30 ～ 17:00��※3月4日㈬は休館
ところ　小國神社研修室（第二鳥居手前右）
入場料　300円
　（高校生以下200円、幼児無料）
内	 容　椿をモチーフにした日本画、
布絵、草木染絵など種々のジャンル
の作品を約50点展示。
問　㈲インフォテイメント
　2053-474-0121
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情報ステーションステーションステーションステーション information

2月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,409（＋  4）
人口 男……  9,573（－20）
 女……  9,719（－13）
 計……19,292（－33）

編
集
後
記

税務職員を装った者からの
不審な電話にご注意ください!
国税局や税務署の職員を名乗る者

から電話があり、アンケートや年金受
給調査と称して、年齢や家族構成、年
金の受給状況、預金残高、口座情報な
どについて聞き出そうとする事例が
発生しています。
不審な電話があった場合には、即答

を避け、①相手の所属部署、②氏名、
③電話番号を確認した上で一旦電話
を切り、最寄りの税務署にお問い合わ
せください。
問　磐田税務署総務課
　232-6111

花粉症の薬もジェネリック
医薬品にしませんか?

ジェネリック医薬品とは、新薬（先
発医薬品）と同じ有効成分をもつ薬と
して医療機関で処方される医薬品で、
切り替えると新薬と同等の効果で薬
代が安くなる場合があります。
ジェネリック医薬品の中には花粉

症の薬もありますので、ご希望の場合
は、切り替えが可能か医師や薬剤師に
相談してみましょう。
※すべての薬にジェネリック医薬品
があるわけではありません。また、
治療の状況や在庫状況など、切り替
えできない場合がありますのでご
了承ください。
問　役場住民生活課国保年金係　
　285-6313

皆さんにご協力いただいた
広島大雨災害義援金の総額
131,960円
（平成26年9月1日～ 12月26日）

平成26年12月26日をもって、広
島大雨災害義援金は終了しました。
町民の皆さんからお寄せいただい

た義援金は、町から日本赤十字社静岡
県支部を通じて被災された皆さんの
ために活用されます。ご協力ありがと
うございました。
問　役場保健福祉課厚生係
　285-1800

図書館の特別休館日

森町立図書館では、年度末蔵書点検
のため、次のとおり休館します。
休館期間　3月2日㈪～ 6日㈮
なお、本などを返却される人は、返

却ポストにお願いします。
問　森町立図書館　285-1113

「静岡県最低賃金」
改正のお知らせ

静岡県内の事業場で働く（パート・ア
ルバイトなどを含む）すべての労働者に
適用される「静岡県最低賃金」が改正さ
れ、平成26年10月5日から、時間額
765円となりました。特定の産業には
産業別最低賃金が定められています。
問　静岡労働局賃金室
　2054-254-6315、またはお近くの
労働基準監督署

防霜ファン保有の
皆さんへ

防霜ファンをご使用になる前には、

施設の点検ならびに試運転を行い、
ファンの回転確認をお願いします。ま
た、電気は工事のための計画停電のほ
か、天災など不測の事故により突然停
電することがあります。そのような不
測の事故による凍霜害については、当
社では補償いたしかねますので、大切
な茶園を守るため、ファンの回転確認
を必ず実施してください。
万一、異常を発見した場合は、ただち

にメーカー、電気工事店およびお近く
の中部電力へご連絡をお願いします。
問　中部電力㈱掛川営業所　
　20120-985-240

洗濯機での指を大けがする事故に
気をつけてください!!

洗濯・脱水槽が止まる前に洗濯物
を取り出そうとすると、洗濯物が指に
からまり大けが（時には指を切断）を
します。ゆっくりした回転でも危険で
す。完全に停止してから洗濯物を取り
出してください。
脱水途中にフタを開けたり、フタ

ロックが解除されても止まらないと
きは、故障のおそれがあり危険です。
速やかにご購入の販売店までご相談
ください。
問　一般社団法人日本電機工業会　
　☎03-3556-5887

ミキホール友の会
平成27年度会員募集のお知らせ
ミキホール友の会では、平成27年

度の会員を募集します。
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現在の学校給食はどんなメニュー？
世代ごとに異なる学校給食を思い出しながら、
ぜひ調理に挑戦してみてください。

学校給食のメニューを紹介☆

　飯田小6年生が学校給食メニュー作りに挑戦しまし
た。栄養のバランス、県内産の食材、盛りつけの３つの
ことを考えて作られたメニューです。料理名について
は、「鶏肉のハーブ焼き」を「鶏肉の香味焼き」に、「小
松菜とツナのソテー」を「小松菜とツナの炒め物」に変
更して中華風に統一しました。

豚肉 ………………… 40ｇ
カット春雨 …………… 15ｇ
にんじん…………… 1／5本
玉ねぎ……………… 小1個
生しいたけ（☆森町産）
…………………… 1／2個

えのきだけ………… 1／4束
乾燥わかめ………ひとつまみ
根深ねぎ（☆森町産）… 3cm
調味料
　ガラスープ ……大さじ1弱
　しょうゆ ………大さじ1弱
　塩 ………………… 少々
　こしょう …………… 少々
片栗粉………………… 少々
水 ………………… 500cc

材料（4人分） 作り方
①にんじん、生しいたけは千切
り、玉ねぎはスライス、えのき
だけは半分に切ってほぐし、
根深ねぎは小口切りにする。
乾燥わかめは水で戻しておく。
②なべに水を入れ、沸騰したら、
豚肉、にんじん、玉ねぎを入れ
て煮る。
③②に火が通ったら、カット春雨、
えのきだけ、生しいたけ、戻し
たわかめを入れ、調味料で味
つけをする。
④根深ねぎを加え、水溶き片栗
粉で少しとろみをつける。

中華スープ中華スープ
鶏もも肉……………… 40ｇ
塩、こしょう…………… 少々
マヨネーズ …………… 適量
A
　パン粉…………大さじ１弱
　粉チーズ…………小さじ１
　バジル（粉）………… 少々
　オレガノ（粉）……… 少々
　パセリ……………… 少々
オリーブ油 …………… 適量

材料（4人分） 作り方
①鶏もも肉に塩、こしょうをふり、
マヨネーズであえる。
②パセリはみじん切りにし、水気
をよく切っておく。
③Aの材料をあわせ、鶏もも肉
にまぶす。
④フライパンにオリーブ油を入
れて熱し、③の鶏もも肉を両
面こんがりと焼く。
※給食ではクッキングシートを
しいて165℃で15分焼きまし
た。

鶏肉の香味焼き鶏肉の香味焼き 静岡県産

ツナが静岡県産

牛　乳牛　乳
静岡県産 静岡県産

ネーブルネーブル

ごはんごはん

小松菜とツナの炒め物小松菜とツナの炒め物

飯田小6年生が考えました！

献立名：外国風給食

広報もりまち
平成27年2月

第698号 平成27年（2015年）2月15日発行　編集・発行／森町役場総務課
〒437-0293 静岡県周智郡森町森2101-1　TEL.0538-85-6301　FAX.0538-85-5259／印刷 大進堂
森町ホームページアドレス http://www.town.morimachi.shizuoka.jp

広報もりまちは再生紙を
使用しています。

広 告


